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東京港湾内中央防波堤埋立地における

ドブネズミの寄生蠕虫類調査成績
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Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ａ"giosZ7o"ｇｙ〃Ｓｃα"to"e7Ms，

helminths，Ｔｏｋｙｏ

zoonoses，ｂｒｏｗｎｒａｔ，parasitic

本邦におけるネズミの蠕虫類に関する調査報告は人獣

共通寄生虫症の観点から，現在までに多数みられる．特

に近年，広東住血線虫Ａ"giosr7o"gyZ"Ｓｃα"ro"e"sｉｓ

が人に好酸球性髄膜脳炎をひき起こすことが明らかにな

って以来，各地で広東住血線虫の調査がおこなわれてい

る．関東地区における広東住血線虫の報告は堀ら(1969,

1972）の横浜，川崎港湾地区および東京港湾地区のクマ

ネズミRatZzJsγart"s，ドブネズミＲ、mo7uegiazsか

らの調査成績にみられるのみであり，その後の調査は全

くされていない．

そこで著者らは，東京港湾内で現在埋立が進行中の中

央防波堤内側埋立地においてドブネズミを捕獲し，広東

住血線虫を含む蠕虫類の感染状況を調べた．

調査結果

１）検出虫体の種類とその感染状況

捕獲ドブネズミの性別および体重はＴａｂｌｅｌに示す

如くであった．検査したドブネズミ100頭のうち，９８頭

(980％）に何らかの蠕虫類が寄生していた．検出され

た虫体は14種であり，その内訳は線虫類10種（広東住血

線虫Ａ"g/ＯＳかo"gyZ"Ｓｃα"to"e,Ｍ,Ｃａが"αγiαﾉｶ⑳ａｔ'‐

cα,OZPi"αγｉａ６ａｃｉ"αZα,ＣとＺｐｉ"αγｉａｓｐ.，MpPostro"

ｇｙ血s67asiZie"sis，Ｓｔ７ｏ"gyZofaes7atti，Ｔｒｉｃ/ｍ７ｉｓ

ｍｍｓ,SyP/ｚａＣｉａｍ"γｉｓ,DotoW'ｗｒａｍ”iｓ（ＪａｒＵα)，

Ｏγie"ZSt7o"gy〃Sezoe,ＭＳ)，条虫類3種（小形条虫Ｈｊノー

ｍｅ"o/⑪ｉｓ〃α"α，縮小条虫Hjwze'２０/"ｉｓ‘加伽zα，

帯状嚢虫CySZiCe7C"S/tJSCioZa7iS)，吸虫類１種（虫体

破損のため同定不能）であった（Table２)．

これら検出蠕虫類のそれぞれの寄生率は」V、６rasizi‐

e"sｉｓの89％を最高に,０．ｅｚｏｅ"Sｉｓ７９％，Ｓ､γαtZi68％

で，この３種線虫類が50％以上の寄生率であった．また

小形条虫と吸虫はそれぞれ２％，ＲｍＭｓおよび

OZPiZZa7iasP・は各１頭のみより検出されたにすぎな

かった．広東住血線虫については10％の寄生率であり，

本線虫の性別による感染状況は雌ドブネズミ６頭，雄ド

ブネズミ４頭から検出され，性別による寄生率の差は認

められなかった．またドブネズミ１頭当りの広東住血線

虫の寄生虫体数をみると，最多で44匹，最少では１匹

(３頭のドブネズミにみられた）で平均10.1匹であった．

一方感染ネズミ98頭における感染蠕虫類の状況につい

てみると，単種寄生４頭（4.1％)，２種以上が94頭（９６

％）であった．その内訳は，２種寄生12頭（12.2％)，

調査方法

調査地は，東京港湾地区内の第13号埋立地先に位置す

る埋立進行中の人工島（総面積l88ha）（Fig.1）におい

て1981年11月の夜間に圧殺式捕鼠器を使用して，ドブネ

ズミのみ100頭を捕獲した．捕獲したドブネズミは捕獲

後直ちに外部寄生虫を採取後，１頭ずつビニール袋に入

れて研究室にもち帰り，体重を測定し，その後直ちに肺

臓，心臓，肝臓，食道，胃，小腸，大腸および膀胱を検

査した．

採取した虫体のうち線虫類は５％フォルマリン水で固

定後，ラクトフェノール液で透徹して同定した．また吸

虫，条虫類についてはシャウジン氏液で圧平固定後，ア

ラムカーミン染色を施して，同定した．

'）麻布大学環境生物学教室２）大塚薬品工業学術部

（６１）
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Ｆｉｇ．１Mapshowingthereclaimedlandwheresurveywasmade．

ＴａｂｌｅｌＮｕｍｂｅｒｏｆｂｒｏｗｎｒａｔｓｉｎｄｉｆｆｅrent

body-weightgroups

4009のネズミが63頭と捕獲数の半数以上を占めており，

2009未満のネズミは23頭，４００９以上はわずかに14頭

であった．このように区分したネズミについて感染状況

をみると，体重が増加するに従って寄生蠕虫種数が多く

なる傾向がみられた（Fig.２)．

また1009以下のネズミ９頭中２頭には何らの寄生虫

もみられなかった．ｓ、、”ｉｓは２００９以下のネズミに

多く寄生しており，４００９以上のネズミでは寄生が認め

られなかった．それに対して帯状褒虫およびＣｈ”α・

ticaでは体重が増加するのに伴なって寄生率も上昇す

る傾向がみられた．広東住血線虫は200-4009のネズミ

においてのみ検出された（Table３，Ｆｉｇ．２)．

考察

ネズミからは多種類の蠕虫類が報告されているが今回

の調査では，埋立地という特殊な環境であるにもかかわ

らず100頭中９８頭（98％）に何らかの蠕虫の寄生を認

め，その種類は14種（Ａ・Ｃａ"to"elM，Ｃ、ノカビPar/cα，Ｃ、

6aci〃ａｔα,Ｃ幼i〃ａ７ｉａｓｐ.,Ｎ､６７zzsi此九sis，Ｔ・mzJγis，Ｐ．

、皿γｉｓ，○．ｅｚｏｅ九sis，Ｓ、""７２s，Ｓ、γαtrf，Ｈ、α/ｍｉ"〃Z`z，
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Total 4６ 5４ 1００

３種寄生27頭（27.6％)，４種寄生28頭（28.6％)，５種

寄生（18.4％)，６種寄生６頭（6.1％)，７種寄生２頭

(2.0％)，９種寄生１頭である（Table３）．

２）ネズミの体重と寄生率の関係

捕獲したネズミを体重50ｇごとに群分けすると，２００－

（６２）
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Table2Parasitichelminthsinbrownratscapturedonareclaimedland

inTokyoHarbor

Nqofinfectedratsindifferentbody-weight（９）ｏｆ…

Species 5０１００１５０２００２５０３００３５０４００
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450

１Total
499

ｌ）Nematoda

A"giostγo"ｇｙ血Ｓｃα"Zo7ze"ｓｉｓ
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Total２４１２２７２８１８６２０１

Ｈ、α〃""Zα，Ｈ・〃α"α,Ｃ・んScioZαγis）ことは，近

い将来この埋立中の士地にヒトが居住するようになった

場合，これらのネズミが感染源となる可能性を示してお

り，公衆衛生上大変重要である．

広東住血線虫に関しては，堀ら（1972）が東京港湾地

区で11.6％の寄生率を報告しており，今回の調査におい

Figuresinthetablerepresentnumbｅｒｓｏｆｒａｔ

Ｈ.〃α"α,Ｃ・んscjoZaris,Ｔγｅｍａｔｏａｅｓｐ.）に及んだ．

特に今回検出された蠕虫14種のうち，ヒトへの寄生が明

らかにされている種，あるいは可能性のあるものが６種

も認められた（Ａ・Ｃａ"'o"elM,Ｃノj”αＺｉＣａ,Ｓ､、"γis，

(６３）
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てもほぼ同様の成績が得られた．今回調査した埋立地

は，４年前に埋立てが開始されたばかりの土地であり，

かつ埋立地への連絡部分は地下を通ずる１本の道路のみ

の人工島であるにもかかわらず，本線虫がすでに分布し

ていたことは，広東住血線虫はかなり早い速度で進行し

ていることを示唆している．また堀ら（1972）の調査地

からも比較的近距離にあることから，そこからの感染ネ

ズミの移動により今回の調査地で発育環が回っているも

のと推定される．

またドブネズミに比較的普通に見出されるＨｅｚｅ７ａ肺

⑫…ＯＳα，ＴγiC/joSomoiaesC7assiCα〃αが今回は検出

されなかったことは疫学上大変興味深い．さらにＰ．

??z"γｉｓもわずかに１頭にその幼虫が検出されたのみで

あったが，これは本調査地では定期的に殺虫剤が散布さ

れていることから本線虫の中間宿主である昆虫類が少な

いためと考えられる．

ネズミの感染年齢と寄生虫の感染に関しては林

(1954)，神谷ら（1971）は，一般に加齢と共に寄生率が

高くなる傾向があると報告している．今回は年齢推定は

行なわなかったが，体重が増加するに従って感染率が高

くなる傾向がみられた．

がｓａ加伽tα，Cysticerc"ｓ九SCioZa7is)，吸虫類１種

(種不明）の計14種であった．得られた蠕虫類のうちヒ

トへの感染の可能性があるものとしてＡ・Ｃａ"to"e"siS，

Ｃ､/Z"αtiCa,ＣｆＭｏ/αγis,Ｈ，〃α"α,Ｈ，α加伽tα，

S・’'２Ｍｓの６種が検出された．

２）ネズミの体重の増加に伴ない，寄生虫の種類が多

くなる傾向がみられた．

３）感染ネズミ１頭当りの寄生虫種数は１～９種であ

った．

以上の結果より，人獣共通寄生虫として広東住血線虫

をはじめとして６種が見出されたことは，今後公衆衛生

上十分に注意する必要があると思われる．

稿を終るに当り，本調査に御協力いただいた国立予防

衛生研究所衛生昆虫部の三原実先生並びに東京都中央

防波堤管理事務所の各位，また御校閲をいただいた麻布

大学，寄生虫学教室，板垣博教授に深謝致します．

本論文の要旨は，第51回日本寄生虫学会において発

表した．
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100頭についてその内部蠕虫類の感染状況を調査したと

ころ次の結果がえられた．

１）検出された虫体は，線虫類10種（Ａ"gioSか｡"gy‐

んＳｃα"to"e"sis，Ｃ`ZPiZm7ia6aciJZata，Ｃ〃ｉＺＪａ７ｉａ./ie‐

'α"cα，QZP/"αｒＺａｓｐ.，Ｍ〃ostro"gyZ"ｓけasiJZe"sZs，

Ｏ７ｉｅ"tSt7o"gy此ｓｅｚｏ"e"sｉｓ，St7o7zgyJoiacs7a城，Ｔｒｉ‐

ｃｈＭｓ''2Ｍs，Ｓｙ”zc/α，,zMs，ＰｒｏｔｏＷγ"γα、"γｉｓ

(larva)，条虫類３種（Ｈｙｍｅ"o/"ｆｓ〃α"α，Hymelzo/e‐

（６４）



〔Jpn・ParasitoL，ＶＯＬ３３，Ｎｏ．4,317-321,August，1984〕

:｡。￣、ロロローロロロローロロロローロ･房

iAbstractI
：
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■

ＨＥＬＭＩＮＴＨＯＬＯＧＩＣＡＬＳＵＲＶＥＹＳＯＦＢＲＯＷＮＲＡＴＳＯＮＡ

ＲＥＣＬＡＩＭＥＤＬＡＮＤＩＮＴＯＫＹＯＨＡＲＢＯＲ

ＡＫＩＨＩＫｏＵＣＨＩＤＡ１)，ＯｓＡＭｕＡＲＡＫＡＷＡ２)，ＹｏｓＨＩＨＩＫｏＭＵＲＡＴＡ１）

ＡＮＤＴＡＴｓｕｏＵＤＡＧＡＷＡｌ）

(1)Ｄ"αγZｍｅ"ｔｑ／Ｅ"Ui7o"''Ze"ｔａＺＢ/oZ0gy，Ａｚａ６〃Ｕ７ｚＭγSiZD'；

２)ｈＳｅａ７Ｃハル6o7torjes,OtS"たａＰｈαγmaCezJtjCaZCb.，LZcL）

Helminthologicalsurveywasmadeoｎｂｒｏｗｎｒａｔｓ，Ｒａｔｔ"ｓ〃o7uegzczJscapturedonareclaimed

landinTokyoHarborinNovember，1981．Theresultsobtainedweresummarizｅｄａｓｆｏｌｌｏｗｓ；

1）Helminthsweredetectedfrom98outoflOObrownratsautopsied，andl4speciesofhelmiths

wereobtainedfromtheinfectedrats，includingthenematodespeciesofA7zgjos'７０"gyZ"Ｓｃα"Zo‐

"e"sｉｓ，Ｃ`Z'/"”ｉａ６ａｃｉＪｍＺａ，ＣｔＺＰ"ZαγｉａｈｅＰａＺｉｃａ，Ｏ功ｉＺｍｒｉａｓｐ.，MpPostro"gyZ"ｓけａｓi此"sis，

Ｏｒｉｅ"tSγo"gyZ"ｓｅｚｏｅ７Ｍ,ＳＺｒｏ"gﾂﾉoiaeSγα城，⑱/c/jMSllzMS,ＳｙｶﾉiaCiα'""γisandDoZoW7"γα

、"γｉｓ,thecestodespeciesofHjw2e"o/幼ｉｓ〃α"α，Ｈｊ'，'ze"o/⑳ｉＭｆｍ伽ＺａａｎｄＣｂＭｃｅγc"ＭＭｏｍγis

andanunknownspeciesoftrematode・Ｉｔｉｓｔｏｂｅｎｏｔｅｄｆｒｏｍｔｈｅｓｔａｎｄｐｏｉｎｔofpublichealththat

６outofl4speciesdetectedweretheparasitesinfectivetoman，２)Ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｓｐｅｃｉｅｓｏｆ

ｈｅｌｍｉｎｔｈｓｐｅｒｈｏｓｔｒａｎｇｅｄｆｒｏｍｌｔｏ９，andtherewasatendencytoincreaseｉｎｎｕｍｂｅｒｏｆｔｈｅ

specieswithincreaseinbodyweightofrats．

（６５）




